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連続する２つのフィボナッチ数の平方数の和・２ 

 

 最初の２つの数が１，１で，以降は前の２つの数の和が並ぶ数列を，フィボナッチ数列といいます。 

 

１，１，２，３，５，８，１３，２１，３４，５５，８９，１４４，２３３，３７７，… 

 

 フィボナッチ数列に並ぶ数をフィボナッチ数といいます。１番目と２番目のフィボナッチ数は１，３番目

のフィボナッチ数は２，４番目のフィボナッチ数は３です。 

 連続する２つのフィボナッチ数について，それぞれの平方数の和を計算します。たとえば，１番目と２番

目のフィボナッチ数列の和は，１×１＋１×１＝２です。 

 Ｎ番目と（Ｎ＋１）番目のフィボナッチ数の平方数の和を計算したところ，３３３番目のフィボナッチ数

に等しくなりました。Ｎにあてはまる数を求めなさい。 
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 １×１＋１×１＝２， 

 １×１＋２×２＝５， 

 ２×２＋３×３＝１３， 

 ３×３＋５×５＝３４， 

 ５×５＋８×８＝８９， 

のように，連続する２つのフィボナッチ数の平方数の和は，フィボナッチ数になります。というのも，□と

△を連続するフィボナッチ数とすると，フィボナッチ数列は次のようになるからです。 

 

１，１，２，３，５，８， 

……， 

□， 

△， 

□×１＋△×１， 

□×１＋△×２， 

□×２＋△×３， 

□×３＋△×５， 

□×５＋△×８， 

□×８＋△×１３，  

……， 

□×□＋△×△ 

 

このように，□と△が現れた後のフィボナッチ数は，□と△に連続するフィボナッチ数をかけてから加えた

数になっています。□をＮ番目とすると，△はＮ＋１番目，□×□＋△×△はＮ＋１＋Ｎ＝２×Ｎ＋１（番

目）になります。２×Ｎ＋１＝３３３より，Ｎ＝１６６です。 
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